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２
０
２
３
年
も
終
わ
り
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま

だ
来
ぬ
２
０
２
４
年
の
先
の

話
は
性
急
だ
が
、
２
０
２
５

年
の
到
来
が
待
ち
遠
し
い
。

大
阪
万
博
の
開
催
、
３
年
に

一
度
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

の
開
催
、
そ
し
て
そ
れ
に
間

に
合
わ
せ
る
よ
う
に
建
設
が

進
む
、
安
藤
忠
雄
氏
設
計
の

直
島
新
美
術
館
（
仮
称
）
の

オ
ー
プ
ン
と
、
２
０
２
５
年

は
関
西
・
四
国
地
域
で
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
か

ら
で
あ
る
。
大
阪
万
博
開
催

地
で
あ
る
夢
洲
は
、
Ｉ
Ｒ
の

誘
致
先
と
し
て
も
大
き
な
話

題
を
呼
ん
だ
。
開
業
に
向
け

て
準
備
は
進
ん
で
い
る
模
様

で
、
２
０
３
０
年
頃
に
は
日

本
初
の
カ
ジ
ノ
施
設
と
し
て

賑
わ
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。

　

夢
洲
は
、
大
阪
の
家
庭
ご

み
焼
却
灰
や
産
業
廃
棄
物
、

建
設
残
土
な
ど
の
埋
め
立
て

で
作
ら
れ
た
人
工
島
で
あ

る
。
そ
の
跡
地
利
用
計
画
が

長
年
宙
に
浮
い
た
経
緯
な
ど

か
ら
、一
時
期
「
負
の
遺
産
」

と
呼
ぶ
人
も
い
た
。
一
方
、

人
間
が
跡
地
利
用
を
ど
う
し

よ
う
か
と
考
え
を
巡
ら
せ
て

い
る
間
に
、
埋
め
立
て
ら
れ

た
土
地
や
そ
の
途
中
に
で
き

た
湿
地
に
は
、
昆
虫
が
住
み

着
き
、
鳥
が
集
い
、
豊
か
な

生
態
系
が
育
ま
れ
て
き
た
。

人
工
島
が
育
ん
だ
二
次
自
然

と
は
言
え
、
稀
少
種
が
確
認

さ
れ
、
生
物
多
様
性
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
Ａ
ラ
ン
ク
に
選
定

さ
れ
て
い
る
。
無
論
、
夢
洲

だ
け
で
は
な
い
。
日
本
国
内

に
は
、
草
花
が
咲
き
誇
る
自

然
豊
か
な
公
園
や
、
生
物
多

様
性
に
富
ん
だ
ビ
オ
ト
ー
プ

へ
と
姿
を
変
え
た
魅
力
的
な

最
終
処
分
場
跡
地
な
ど
が
複

数
存
在
す
る
。

　

国
内
で
は
、
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
や
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
法
等
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
整
備

や
、
民
間
の
企
業
努
力
が
実

を
結
び
、
品
目
に
よ
っ
て
は

高
度
資
源
循
環
の
ル
ー
プ
を

実
現
し
て
い
る
事
例
も
多
く

存
在
す
る
。
近
年
さ
ら
に
リ

サ
イ
ク
ル
技
術
の
高
度
化
や

情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
が
急
速

に
進
ん
で
お
り
、
高
度
資
源

循
環
型
社
会
実
現
に
向
け
た

社
会
の
動
き
は
ま
す
ま
す
活

発
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
で

も
、
資
源
循
環
ル
ー
プ
の
網

か
ら
抜
け
漏
れ
る
モ
ノ
は
出

て
く
る
。
分
離
選
別
が
困
難

で
あ
り
、
現
状
焼
却
処
理
す

る
し
か
な
い
廃
棄
物
で
あ

る
。そ
の
有
効
活
用
に
加
え
、

最
終
的
に
そ
れ
ら
を
埋
め
立

て
る
処
分
場
の
管
理
、
並
び

に
付
加
価
値
を
つ
け
た
跡
地

利
用
に
関
し
て
も
検
討
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

最
終
処
分
場
の
跡
地
利
用

に
考
え
を
巡
ら
せ
る
こ
と

は
、
高
度
資
源
循
環
サ
イ
ク

ル
に
お
け
る
最
下
流
の
重
要

プ
ロ
セ
ス
を
検
討
す
る
こ
と

に
等
し
い
。
最
終
処
分
場
の

役
割
は
、
生
活
環
境
の
保
全

上
支
障
の
生
じ
な
い
方
法

で
、廃
棄
物
を
適
切
に
貯
留
、

か
つ
生
物
的
、
物
理
的
、
科

学
的
に
安
定
な
状
態
に
す
る

こ
と
に
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
処
分
完
了
後
に
役
割

を
終
え
た
跡
地
利
用
は
、
管

轄
す
る
行
政
や
民
間
企
業
の

範
疇
と
い
う
意
識
が
強
く
、

資
源
循
環
の
文
脈
と
は
切
り

離
さ
れ
て
考
え
ら
れ
が
ち
で

あ
る
。
継
続
的
な
循
環
が
不

可
能
な
モ
ノ
の
最
終
到
達
点

は
、
最
終
処
分
場
に
違
い
な

い
が
、
そ
の
処
分
場
が
そ
の

先
ど
う
な
る
の
か
、
ど
う
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
、
社
会

全
体
の
共
通
課
題
と
し
て
議

論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

例
え
ば
生
物
多
様
性
を
育

む
ビ
オ
ト
ー
プ
と
す
る
の
が

よ
い
の
か
、
エ
コ
タ
ウ
ン
事

業
等
へ
の
活
用
を
考
え
る
の

が
良
い
の
か
、
Ｉ
Ｒ
等
商
業

施
設
等
の
建
設
を
推
し
進
め

ス
コ
ー
プ
３
の
カ
テ
ゴ
リ
５
、12
は
廃
棄
物
の
算
定
項
目

資
源
循
環
型
社
会
に
お
け
る
最
終
処
分
場
の
役
割

大
阪
万
博
会
場「
夢
洲
」の
跡
地
利
用
か
ら
考
え
る

資
源
循
環

名
古
屋
大
学
と
脱
炭
素
戦
略
の

産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

産
廃
不
法
投
棄
支
障
除
去

基
金
に
３
０
０
万
円
寄
付

Ｊ
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
環
境
省
か
ら
感
謝
状

加山興業

資
源
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

彌や
な
が永

冴さ
え
こ子

大阪万博予定地の「夢洲」

回
収
拠
点
に
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て

お
く
す
り
シ
ー
ト
を
回
収

（4）

山本氏 岩間会長

る
の
か
。
こ
う
し
た
検
討
の

際
に
は
、
行
政
機
関
等
と
の

連
携
を
前
提
と
し
つ
つ
、
静

脈
産
業
側
が
抱
く
高
度
な

「
価
値
観
」
を
起
点
と
し
た

議
論
が
必
要
に
な
る
。

出
展
し
た
。

　

同
社
は
「
は
た
ら
く
ク
ル

マ
コ
ー
ナ
ー
」
に
出
展
し
、

計
量
装
置
と
安
全
支
援
シ
ス

テ
ム
を
備
え
た
プ
レ
ス
式
ご

み
収
集
車「
プ
レ
ス
パ
ッ
ク
」

（
３
・
５
㌧
車
級
）
を
展
示
。

独
自
の
Ａ
Ｉ
画
像
認
識
技
術

で
「
人
」
を
高
精
度
に
検
知

し
、
収
集
作
業
時
の
危
険
を

察
知
し
て
積
込
装
置
を
自
動

停
止
さ
せ
る
安
全
支
援
シ
ス

テ
ム
や
、
回
収
物
の
重
量
を

そ
の
場
で
計
る
機
能
性
な
ど

を
紹
介
し
た
。

　
「
子
供
た
ち
に
大
人
気
の

コ
ー
ナ
ー
な
の
で
、
子
供
に

喜
ば
れ
る
企
画
に
し
た
」(

担

当
者)

と
の
こ
と
で
、
自
家

製
動
画
「
は
た
ら
く
自
動
車

大
研
究
」
の
上
映
や
同
社
の

代
表
的
な
車
の
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
を
作
る
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
設
置
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
市
町
か
ら

の
要
請
を
受
け
て
、
支
部
が

中
心
と
な
っ
て
災
害
廃
棄
物

処
理
に
協
力
し
た
。
こ
う
し

た
災
害
廃
棄
物
処
理
で
得
ら

れ
た
知
識
や
経
験
を
こ
の
よ

う
な
研
修
の
場
で
共
有
す
る

こ
と
で
、
支
援
事
業
の
強
化

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

愛
知
県
産
業
資
源
循
環
協

会
災
害
廃
棄
物
処
理
委
員
会

の
委
員
長
も
務
め
る
山
本
氏

は
、「
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
時
の
最
大
の
環
境
問
題

と
は
災
害
廃
棄
物
の
処
理
で

あ
る
と
考
え
、
12
年
前
の
東

日
本
大
震
災
以
来
全
国
の
災

害
廃
棄
物
処
理
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
そ
の
際
最
も
重
視

し
て
い
る
の
は
、
被
災
地
の

産
廃
協
会
の
会
員
の
皆
様
と

の
連
携
で
あ
る
。
あ
く
ま
で

災
害
廃
棄
物
処
理
の
主
役
は

地
元
の
皆
さ
ん
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
は
地
元
で
処
理
し
き

れ
な
い
部
分
を
支
援
す
る
立

場
で
あ
る
」な
ど
と
話
し
た
。

大
阪
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
に

「
プ
レ
ス
パ
ッ
ク
」
出
展

極
東
開
発

　

極
東
開
発
工
業
は
８
〜
11

日
に
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で

開
催
さ
れ
た
「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｗ
２
０
２
３
第
12
回
大

阪
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
」
に
出

展
し
た
（
写
真
）。
４
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
日
本
最

大
級
の
モ
ー
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

に
、
約
２
３
０
社
・
団
体
が

　

大
栄
環
境
グ
ル
ー
プ
は
早
稲
田
大
学
小
野
田
研
究
室
と
共
同
で
、
京
阪
電
気
鉄
道
が

運
営
す
る
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
で
自
律
走
行
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
使
用
し
た
「
次
世
代
ご
み

収
集
シ
ス
テ
ム
」
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
同
実
証
実
験
は
、
従
来
の
人
手
に
よ
る

ご
み
回
収
か
ら
運
搬
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
の
積
み
替
え
な
ど
の
一
連
の
ご
み
収
集
作
業

を
、
新
た
に
開
発
し
た
マ
ル
チ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
型
自
律
走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
ス
マ
ー
ト

ご
み
箱
な
ど
を
使
用
し
て
自
動
化
・
非
接
触
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
近
年
、

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
清
掃
業
界
で
も
清
掃
員
の
人
手
不
足
へ
の
対
応
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
非
接
触

型
の
ご
み
収
集
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
社
会
的
要
請
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
改
題
を
解
決
す
る
持
続
可
能
な
未
来
を
支
え
る
革
新
的
な
ご
み
収
集
の

実
現
を
目
指
す
。

　

持
続
可
能
な
廃
棄
物
処
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た

効
率
化
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
に

加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
非

接
触
型
の
ご
み
収
集
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
社
会
的
要
請
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
大
栄
環

境
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
れ
ら
の

問
題
に
対
処
す
べ
く
、
子
会

社
で
あ
る
大
栄
環
境
総
研
と

早
稲
田
大
学
小
野
田
研
究
室

（
同
大
学
大
学
院
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
科
小
野
田
弘

士
教
授
）
と
の
共
同
研
究
に

よ
り
既
存
の
ご
み
収
集
シ
ス

テ
ム
と
の
連
携
を
念
頭
に
お

い
た
非
接
触
型
の
ご
み
投
入

シ
ス
テ
ム
、
ご
み
の
搬
送
の

非
接
触
化
・
自
動
化
を
実
現

す
る
マ
ル
チ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

型
自
律
走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
お

よ
び
ス
マ
ー
ト
ご
み
箱
を
開

発
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
こ
れ
ら
の
次
世
代
ご
み

収
集
シ
ス
テ
ム
の
ひ
ら
か
た

パ
ー
ク
で
の
実
証
実
験
を

通
し
て
、
社
会
実
装
に
向
け

た
シ
ナ
リ
オ
構
築
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

マ
ル
チ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
型

自
律
走
行
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
牽

引
シ
ス
テ
ム
を
有
し
て
お

り
、
牽
引
物
を
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
に
切
り
替
え
る
こ
と

で
異
な
る
用
途
に
適
応
で
き

る
。
例
え
ば
、
牽
引
物
を

物
流
容
器
に
し
た
資
材
の
運

搬
、
購
入
、
飲
食
品
を
購
入

者
ま
で
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
と
し

て
の
活
用
な
ど
多
岐
に
渡
る

活
用
が
可
能
。
こ
の
よ
う
な

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
多
目
的
利
用

（
マ
ル
チ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
）

に
よ
り
、
費
用
対
効
果
の
高

い
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
が
実
現
さ

れ
る
。
ま
た
、
自
律
走
行
、

障
害
物
回
避
、
牽
引
作
業
は

自
動
制
御
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
。

　

ス
マ
ー
ト
ご
み
箱
は
、
ご

み
量
の
セ
ン
シ
ン
グ
機
能
に

よ
り
遠
隔
地
の
ご
み
箱
の
回

収
作
業
の
空
振
り
を
防
ぐ
。

マ
ル
チ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
牽
引
機
構
と
接
続

し
内
箱
の
自
動
搬
入
出
に
対

応
し
て
い
る
。

　

実
証
実
験
の
期
間
は
12

月
11
日
〜
15
日
。
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
は
、
大
栄
環
境
グ

ル
ー
プ
（
大
栄
環
境
、
大
栄

環
境
総
研
、
京
都
か
ん
き
ょ

う
）
は
実
証
結
果
の
評

価
、
社
会
実
装
シ
ナ
リ

オ
の
検
討
、
関
係
者
と

の
調
整
な
ど
を
行
う
。

早
稲
田
大
学
小
野
田
研

究
室
は
次
世
代
ご
み
収

集
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、

実
証
を
行
い
、
京
阪
電

鉄
は
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

（
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
）

を
提
供
し
た
。

名
古
屋
大
学
と
の
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
動
（
左
か
ら
窪
田
助
教
、
小

林
准
教
授
、
加
山
順
一
郎
社
長
）

Ｒ
ｅ
：
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
家
具
の

展
示
・
販
売
が
行
わ
れ
た

環
境
省
・
松
田
課
長
（
前
列
左
）
か
ら

加
藤
会
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た

タ
ッ
グ
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
選
別
の
様

ひらかたパークで「次世代ごみ収集」の実証実験
大栄環境持続可能な未来を支える革新的なごみ収集目指す

　

日
本
Ｐ
Ｃ
Ｂ
全
量
廃
棄
促

進
協
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
は
、

産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
等
に

よ
る
支
障
除
去
の
た
め
の
基

金
へ
３
０
０
万
円
の
寄
附
を

事
業
、
三
木
資
源
、
永
一
産

商
、
エ
コ
・
テ
ッ
ク
、
大
橋

商
会
、
加
藤
商
事
（
埼
玉
）、

峡
南
環
境
サ
ー
ビ
ス
、
齊
藤

興
業
、
仙
台
環
境
開
発
、
太

陽
企
業
、
東
京
ス
タ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
、
東
北
ク
リ
ー
ン

開
発
、
東
名
興
産
、
富
山
環

境
整
備
、
西
山
環
境
サ
ー
ビ

ス
、
斫
木
村
、
鳳
栄
商
会
、

丸
勝
小
野
商
事
、
丸
山
喜
之

助
商
店
、三
郷
興
業
の
28
社
。

行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
７

日
、
環
境
省
か
ら
Ｊ
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。
同
省
内
で
行
わ
れ
た
感

謝
状
贈
呈
式
に
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
加
藤
宣

行
会
長
ら
６
人

の
理
事
が
参

加
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処

理
の
現
状
や
課

題
な
ど
の
意
見

交
換
を
行
っ
た

後
、
同
省
環
境

再
生
・
資
源
循

環
局
廃
棄
物
規

制
課
の
松
田
尚

之
課
長
か
ら
加

藤
会
長
へ
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ

た
。

　

同
基
金
は
、
不
法
投
棄
等

さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
を
や
む

を
得
ず
都
道
府
県
等
が
支
障

除
去
等
を
行
う
場
合
に
、
基

金
か
ら
費
用
を
支
援
す
る
制

度
で
、
今
後
Ｐ
Ｃ
Ｂ
案
件
の

不
法
投
棄
で
基
金
か
ら
支
援

さ
れ
る
見
込
み
は
約
10
億
円

に
も
の
ぼ
り
、
基
金
が
枯
渇

す
る
恐
れ
が
あ
る
状
況
だ
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｂ

の
全
量
廃
棄
に
向
け
て
取
り

組
み
を
進
め
る
民
間
組
織
の

Ｊ
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
基
金
へ
の
寄
付

を
決
め
た
。
各
種
団
体
か
ら

の
寄
附
の
年
間
総
額
は
５
千

万
円
程
度
と
な
っ
て
お
り
、

３
０
０
万
円
と
い
う
金
額
は

一
件
当
た
り
の
金
額
と
し
て

は
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
正
会
員
は
加

藤
商
事
（
東
京
）、
ク
リ
ー

ン
シ
ス
テ
ム
、グ
ー
ン
、ア
ー

ス
サ
ポ
ー
ト
、
加
山
興
業
、

街
ク
リ
ー
ン
、
近
畿
環
境
保

全
、
甲
陽
興
産
、
青
木
環
境

　

一
方
で
、
顧
客
か
ら
預

か
っ
た
廃
棄
物
を
焼
却
し
た

際
に
発
生
す
る

非
エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
や
同
社

が
製
造
し
た
固

形
燃
料
を
顧
客

が
利
用
し
た
際

に
発
生
す
る

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

が
、
同
社
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

排
出
量
の
７
割

以
上
を
占
め
て

お
り
、
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
た
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
戦
略
を
議
論
し
て
い

く
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
た

め
の
土
台
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
た
。

　

脱
炭
素
分
野
で
学
術
的
な

側
面
か
ら
の
知
見
を
豊
富
に

有
す
る
大
学
機
関
と
の
連
携

を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
こ

と
で
、
同
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
「
緑
あ
ふ
れ
る
ク
リ
ー

ン
な
日
常
を
世
界
に
」
を
体

現
化
で
き
る
よ
う
に
産
学
連

携
を
推
進
し
て
い
く
方
針

だ
。

災
廃
処
理
の
実
務
な
ど

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
実
施

静
岡
産
廃
協

　

静
岡
県
産
業
廃
棄
物
協
会

は
11
月
22
日
、「
第
３
回
災

害
廃
棄
物
対
策
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
」
を
実
施
し
た
。
今
回

は
日
本
災
害
対
応
シ
ス
テ
ム

ズ
理
事
で
、
ダ
イ
セ
キ
環
境

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締

役
社
長
の
山
本
浩
也
氏
が

「
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
実

施
に
当
た
っ
て
の
実
務
的
ポ

イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
解
説
し

た
。
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
、
１
１
２
人

が
参
加
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
同
協
会
の

岩
間
雄
一
会
長
は
、「
当
協

会
で
は
被
災
地
の
早
期
復
興

を
目
的
と
し
た
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
２
０
０

７
年
の
県
と
の
災
害
協
定
に

基
づ
き
、
県
内
市
町
の
災
害

廃
棄
物
処
理
を
支
援
し
て
い

る
。
２
０
２
１
年
の
熱
海
市

土
石
流
災
害
や
、
昨
年
の
台

風
15
号
に
よ
る
災
害
で
は
、

ひらかたパークのごみ箱

用
す
る
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
や

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
Ｅ
Ｖ
自

動
車
を
段
階
的
に
切
り
替
え

る
こ
と
で
、
脱
燃
料
化
の
推

進
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
コ
ー
プ
２
に
お

い
て
は
２
０
１
６
年
か
ら
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の

電
力
の
調
達
を
段
階
的
に
進

め
、
２
０
２
２
年
に
は
電
力

調
達
時
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
率
が
１
０
０
％
を
達
成

し
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く

方
針
で
推
進
し
て
い
る
。

　

加
山
興
業
（
名
古
屋
市
）

は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け

て
意
欲
的
な
挑
戦
を
す
る
た

め
の
足
掛
か
り
と
し
て
、
脱

炭
素
戦
略
策
定
調
査
・
研
究

を
目
的
に
名
古
屋
産
業
科
学

研
究
所
研
究
員
で
名
古
屋
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
化
学

シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
先
進
化

学
工
学
シ
ス
テ
ム
准
教
授
の

小
林
敬
幸
氏
と
、
同
助
教
の

窪
田
光
宏
助
氏
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
を
決

め
た
。

　

同
社
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
排
出
量
の
う
ち
ス

コ
ー
プ
１
に
お
い
て
焼
却
炉

稼
働
時
の
燃
料
を
重
油
か
ら

灯
油
、
灯
油
か
ら
都
市
ガ
ス

へ
と
比
較
的
低
炭
素
な
燃
料

へ
切
り
替
え
、
重
機
に
つ
い

て
も
軽
油
か
ら
液
化
ガ
ス
燃

料
へ
切
り
替
え
、
場
内
で
使

納入実績842カ所新設
特許登録（19７件）

富山霊園富山市斎場（富山県富山市）

富山市奥田新町12-3
東京都中央区八丁堀3ー22ー13  PMO八丁堀8F
大阪府豊中市寺内2-4-1  緑地駅ビル4F
札幌市白石区菊水7条2-7-1  S.Eビル3F
仙台市青葉区二日町6-21  NTKビル3F
名古屋市東区白壁3-12-13  中産連ビル7F
広島市西区楠木町3-13-4  カルチェ・ヴェールS棟204
松山市朝生田町1ー11ー12  ロイヤルハイツ朝生田1F
熊本県熊本市中央区水前寺1－20－22  水前寺センタービル3F

熱技術と未来環境 の追 究

本 社
東 京 本 店
大 阪 支 社
札 幌 支 店
東 北 支 店
名古屋支店
広 島 支 店
四 国 支 店
九 州 支 店

■ 営業種目

　 火葬業務（火葬業務・関連機器運転保守管理・修繕）

　 耐火材打替業務（火葬炉内耐火物製造・修繕）

　 自動ドア保守点検（定期点検・修繕）

　 霊柩自動車運行業務（霊柩自動車運転代行）

　 斎場施設管理

関連設備機器修繕

株式会社 昌栄メンテ
火葬業務の受託

棺載台及び火葬用の台車
特許第４１６８０６７号
平成２０年８月８日登録
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